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●
大
会
後
初
の
三
役
会
議

●
第
十
八
回
全
国
女
性
交
流
集
会
開
く

●
弔
辞
―
故

中
西
会
長
の
遺
志
を
継
い
で

●
同
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壇
／

碓
田
の
ぼ
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●
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の
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／
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立
」
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同
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主 な 記 事
今
年
は
じ
つ
に
波
乱
に
満
ち
た
年
で
し
た
。

参
院
選
に
お
け
る
自
公
政
権
与
党
の
歴
史
的
敗
北
、
改
憲
・
戦
後
レ

ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
を
呼
号
し
た
安
倍
前
総
理
の
政
権
放
り
出
し
、
こ

の
自
公
政
権
と
「
大
連
立
」
を
た
く
ら
ん
だ
民
主
党
小
沢
代
表
の
醜
態

き
わ
ま
る
ド
タ
バ
タ
劇
。

し
か
し
こ
の
波
乱
の
底
に
は
、
政
治
を
変
え
た
い
国
民
の
深
部
の
力

が
あ
り
、
真
の
革
新
勢
力
の
奮
闘
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
新
し
い
未
来

を
開
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

来
年
は
、
一
九
六
八
年
に
同
盟
が
創
立
さ
れ
て
四
〇
周
年
。
ま
た
多

喜
二
虐
殺
七
五
周
年
、
三
・
一
五
大
弾
圧
八
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
同
盟
は
今
年
も
国
会
請
願
行
動
は
じ
め
全
国
大
会
、

九
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
全
国
女
性
交
流
集
会
を
そ
れ
ぞ
れ
成
功
さ
せ
ま
し

た
。
今
日
、
同
盟
の
要
求
に
も
と
づ
く
運
動
と
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す

た
か
ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
追
随
、
国
民
に
背
を
向
け
る
福
田
内
閣
の
「
ゆ
き
づ
ま
り

解
散
・
総
選
挙
」
が
早
晩
行
わ
れ
ま
す
。
同
盟
の
独
自
課
題
を
し
っ
か

り
追
求
し
つ
つ
、
同
盟
要
求
の
支
持
勢
力
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
新
し
い
年
、
同
盟
創
立
四
〇
周
年
の
節
目
の

年
を
意
気
高
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。

同盟要求の前進で
新しい年を迎えよう

第18回全国女性交流集会（静岡県熱海市）



第
十
八
回
全
国
女
性
交
流
集
会
が
十

一
月
十
一
、
十
二
日
の
二
日
間
、
熱
海

市
の
ホ
テ
ル
池
田
で
開
か
れ
、
二
六
都

道
府
県
か
ら
七
〇
人
が
参
加
。
八
〇
歳

代
の
治
安
維
持
法
犠
牲
者
と
子
供
づ
れ

の
若
い
母
親
や
青
年
、
学
生
も
参
加
し

た
活
気
あ
ふ
れ
る
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

集
会
は
、
和
歌
山
県
の
引
地
延
子
さ

ん
と
増
本
一
彦
副
会
長
が
開
会
あ
い
さ

つ
。
針
谷
宏
一
事
務
局
長
が
、
当
面
の

活
動
方
針
を
提
起
、
「
来
年
は
同
盟
創

立
四
〇
周
年
、
国
民
の
運
動
が
政
治
を

動
か
す
新
し
い
情
勢
に
ふ
さ
わ
し
い
攻

勢
的
な
と
り
く
み
を
」
と
よ
び
か
け
ま

し
た
。

犠
牲
者
の
証
言
は
市
吉
澄
枝
さ
ん
、

遺
族
の
発
言
で
は
静
岡
県
の
見
機
久
礼

さ
ん
が
父
・
宮
崎
巌
は
治
安
維
持
法
で

三
回
投
獄
、
三
人
の
子
育
て
と
活
動
に

奔
走
す
る
母
・
公
子
に
つ
い
て
証
言
。

吉
岡
吉
典
元
参
院
議
員
が
「
治
安
維

持
法
犠
牲
者
の
運
動
の
歴
史
的
、
国
際

的
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
名
誉
回

復
と
顕
彰
の
運
動
を
拡
げ
、
21
世
紀
の

平
和
と
進
歩
の
力
に
」
と
題
し
て
記
念

講
演
。
夜
は
、
夕
食
交
流
会
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
四
つ
の
分
散
会
に
分
か

れ
て
討
論
の
後
、
全
体
会
で
溝
渕
政
子

女
性
部
長
が
、
「
い
ま
、
新
し
い
政
治

を
求
め
る
大
き
な
流
れ
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
政
治
を
国
民
の
手
に
と
り
も
ど

す
運
動
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
、

討
論
の
ま
と
め
と
閉
会
挨
拶
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

1989年5月８日第三種郵便物認可 2007年12月15日不屈 （毎月15日発行）№402

- 2 -

今
年
の
女
性
交
流
集
会
。
講
師

の
吉
岡
吉
典
さ
ん
は
、
「
同
盟

の
運
動
で
治
安
維
持
法
犠
牲
者

が
平
和
・
民
主
主
義
の
戦
士
と

称
さ
れ
る
情
勢
を
つ
く
り
だ
そ
う
。
そ

の
こ
と
は
二
十
一
世
紀
を
『
戦
争
の
な

い
世
界
』
が
実
現
す
る
力
に
な
る
」
と

訴
え
ら
れ
た
▼
生
命
を
生
み
出
す
女
性

は
、
生
命
を
奪
う
戦
争
を

〝
本
能
的
に

も
拒
否
〞

す
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
集
会

で
の
女
性
の
パ
ワ
ー
は
す
ば
ら
し
い
▼

治
安
維
持
法
「
被
告
」
の
女
性
比
率
は

７
・
85
％
と
い
う
が
、
命
を
賭
し
て
戦

争
に
反
対
し
た
女
性
の
た
た
か
い
も
万

人
の
心
を
打
っ
て
や
ま
な
い
。
「
私
の

活
動
の
原
点
は
、
数
年
前
に
犠
牲
者
と

お
風
呂
を
共
に
し
て
拷
問
の
煙
草
の
跡

を
見
た
時
か
ら
…
」
と
、
今
年
も
若
い

大
学
生
を
誘
っ
て
参
加
し
た
女
性
も
い

た
▼
治
安
維
持
法
犠
牲
者
家
族
の
物
語

「
母
べ
え
」
を
つ
く
っ
た
山
田
洋
次
監

督
は
、
「
い
ま
語
り
残
し
て
お
か
ね
ば

い
け
な
い
…
そ
れ
は
僕
た
ち
世
代
の
責

務
」
と
語
っ
て
い
る
▼
戦
前
、
特
高
警

察
に
虫
け
ら
の
よ
う
に
踏
み
に
じ
ら
れ

た
犠
牲
者
の
体
験
を
「
世
に
広
め
る
活

動
は
同
盟
の
責
務
」
と
決
意
を
新
た
に

し
て
る
。
（
池
）

十
一
月
二
日
午
後
開
か
れ
た
三
役
会

議
は
、
中
西
三
洋
会
長
の
死
去
を
受
け

て
、
会
長
人
事
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
が
、
当
面
は
神
戸
照
会
長
代
行
を
始

め
現
三
役
体
制
で
運
営
す
る
こ
と
と
し
、

会
長
人
事
は
然
る
べ
き
時
期
に
検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
会
後
の
本
部
専
門
部
体

制
の
確
認
、
創
立
四
〇
周
年
事
業
実
行

委
員
会
の
設
立
（
十
一
月
十
五
日
に
第

一
回
実
行
委
員
会
を
開
き
、
記
念
行
事

は
来
年
四
月
十
三
日
に
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
）

ま
た
、
全
国
大
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
成
功
を
力
に
、
年
末
課
題
を
は
じ
め

同
盟
創
立
四
〇
周
年
の
年
に
ふ
さ
わ
し

い
署
名
、
会
員
拡
大
の
成
功
を
め
ざ
し

奮
闘
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
本
部
を
訪
問

中
央
本
部
は
、
十
一
月
二
日
午
前
、

神
戸
照
会
長
代
行
は
じ
め
役
員
ら
十
一

名
で
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
を
訪
問
。

党
側
か
ら

緒
方
靖
夫

副
委
員
長
、

和
泉
重
行

幹
部
会
員
、

柳
沢
法
対

部
長
ら
が

出
席
し
親

し
く
懇
談

し
ま
し
た
。

大
会
後
初
の
同
盟
三
役
会
議

大
会
後
の
新
体
制
な
ど
確
認

女
性
の
力
は
こ
う
も
輝
く
も
の
で
あ
る
か

と
思
い
知
ら
さ
れ
る
実
践
を
交
流

第
18
回
全
国
女
性
交
流
集
会



戦
争
末
期
兄
の

影
響
で
社
会
主

義
を
勉
強
し
、

治
安
維
持
法
違

反
で
千
葉
警
察
に
逮
捕
。
空
襲
で
留
置

場
が
焼
か
れ
、
皆
仮
釈
放
さ
れ
ま
し
た

が
、
21
歳
の
私
は
焼
夷
弾
の
中
を
特
高

と
逃
げ
ま
ど
い
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年

末
の
南
京
陥
落
の
提
灯
行
列
に
は
兄
が

い
た
東
京
帝
大
で
は
教
職
員
学
生
四
千

人
が
祝
賀
大
行
進
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
荒
木
文
相
が
総
長
の
官
選

を
通
告
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
経
済
学

部
を
中
心
に
密
か
に
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
、

学
問
の
自
由
を
守
る
運
動
が
あ
っ
た
。

高
校
別
出
身
の
会
合
が
組
織
さ
れ
、
官

選
教
授
反
対
署
名
を
集
め
て
教
授
会
を

激
励
。
荒
木
文
相
の
河
合
栄
治
郎
教
授

の
罷
免
要
求
に
対
し
て
、
平
賀
総
長
が

提
案
し
た
右
翼
の
土
方
成
美
教
授
グ
ル
ー

プ
も
同
時
に
罷
免
す
る
粛
学
案
に
賛
成

署
名
を
集
め
、
右
翼
教
授
団
の
追
い
出

し
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
十
五
年
、
社
会
人
に

な
っ
た
一
人
の
逮
捕
か
ら
当
局
の
知
ら

れ
、
六
八
名
が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
秋

田
か
ら
坊
や
を

連
れ
て
、
岐
阜
、

高
知
か
ら
は
青

年
が
参
加
。
今
、
新
し
い
政
治
を
求
め

る
大
き
な
流
れ
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

政
治
の
改
革
者
と
し
て
の
役
割
が
重
要

な
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
母
親
大

会
は
、
平
和
分
科
会
に
二
千
人
が
参
加
。

東
京
の
犠
牲
者
遺
族
の
四
津
谷
伸
子
さ

ん
が
発
言
。
会
場
で
パ
ン
フ
を
配
り
、

署
名
を
集
め
、
横
断
幕
を
持
っ
て
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

来
年
は
愛
知
県
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

各
県
で
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
運
動

が
発
展
。
島
根
県
女
性
部
が
五
周
年
目

で
「
歴
史
に
学
ん
で
あ
し
た
へ
」
と
い

う
冊
子
を
発
行
、
各
県
は
こ
れ
を
学
び

ま
し
ょ
う
。
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
優
し
く

柔
ら
か
い
文
化
活
動
な
ど
、
女
性
の
力

は
こ
う
も
輝
く
も
の
で
あ
る
か
と
思
い

知
ら
さ
れ
る
実
践
で
す
。

来
年
三
月
十
五
日
は
創
立
四
十
周
年
。

顕
彰
運
動
、
五
十
万
署
名
、
会
員
拡
大

で
「
こ
れ
だ
け
は
や
る
」
目
標
を
決
め

て
と
り
く
み
、
再
来
年
の
20
回
交
流
会

を
み
ん
な
の
手
で
作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
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戦
時
下
に
も
あ
っ
た
学
生
運
動

市
吉
澄
枝
（84
）

参
院
選
の
結

果
、
安
倍
首
相

が
退
陣
。
彼
ら

は
ア
ジ
ア
解
放

の
戦
争
と
正
当
化
。
し
か
し
、
明
治
以

来
の
戦
争
は
、
す
べ
て
侵
略
戦
争
。
戦

争
に
反
対
す
る
運
動
と
勢
力
を
弾
圧
し

た
の
が
治
安
維
持
法
。
3
・

15
、
４
・

16

事
件
は
十
五
年
戦
争
へ
の
国
内
体

制
づ
く
り
と
指
摘
。
開
戦
時
の
昭
和
十

六
年
に
は
千
人
以
上
の
共
産
主
義
者
を

検
挙
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
解
放
と
い
う
が
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
会
議
で
「
日
本
の
た
め
、

四
百
万
人
以
上
の
人
命
を
失
っ
た
」

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
な
ど
と
各
国
が
告

発
し
て
い
ま
す
。

侵
略
戦
争
に
反
対
し
平
和
と
民
主
主

義
の
た
め
に
闘
っ
た
治
安
維
持
法
犠
牲

者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

の
戦
士
と
同
じ
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

お
け
る
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
反
軍
国
主

義
の
戦
士
。
国
際
的
な
た
た
か
い
の
一

翼
を
担
っ
た
も
の
と
指
摘
。

日
弁
連
は
、
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者

は
、
日
本
軍
国
主
義
に
抵
抗
し
、
戦
争

に
反
対
し
た
も
の
と
し
て
、
日
本
国
憲

法
の
基
本
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
行

為
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
被
害
者
が
受
け
た
当
時
の
法

律
か
ら
し
て
も
違
法
と
な
る
行
為
に
つ

い
て
は
、
日
本
国
憲
法
の
国
家
賠
償
規

定
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
保
障
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
闘
い
に
多
数
の
女
性
が
参
加
し
、

憲
法
の
女
性
参
政
権
の
基
礎
を
築
い
た

と
力
説
し
ま
し
た
。

戦
後
、
治
安
維
持
法
的
反
共
主
義
と

「
ア
メ
リ
カ
的
反
共
主
義
」
が
結
合
し

共
産
党
弾
圧
と
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
強
行
。

同
盟
の
運
動
も
、
平
和
と
社
会
進
歩
、

国
民
の
生
活
と
権
利
の
た
め
に
弾
圧
を

恐
れ
ず
勇
敢
に
闘
っ
た
そ
の
意
義
に
力

点
を
入
れ
「
女
性
の
感
覚
を
生
か
し
活

発
な
活
動
を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

治
安
維
持
法
犠
牲
者
を
平
和
と
民

主
主
義
の
戦
士
と
称
え
る
国
に

元
参
院
議
員

吉
岡
吉
典

ま
と
め

女
性
部
長

溝
口
政
子



治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求

同
盟
中
西
三
洋
会
長
の
逝
去
の
訃
報
に

接
し
、
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
会
員
一

同
は
、
同
盟
の
大
黒
柱
を
喪
い
深
い
悲

し
み
に
く
れ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
る
三
日
前
、
同
盟
都
本
部
の

山
崎
副
会
長
と
松
井
事
務
局
長
と
三
人

で
お
見
舞
い
に
お
伺
い
し
た
と
き
、
お

話
も
で
き
ず
眠
っ
て
お
ら
れ
た
、
あ
な

た
の
お
顔
を
見
た
の
が
最
後
に
な
る
と

は
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
気
力
で
必
ず
回
復
さ
れ
る

も
の
と
信
じ
て
帰
り
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
早
く
永
久
の
別
れ
に
な
る
と
は
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

中
西
会
長
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者

国
家
賠
償
要
求
同
盟
の
創
立
以
来
、
長

年
に
わ
た
り
東
京
都
本
部
と
中
央
本
部

の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
一
九
九
七
年
よ

り
中
央
本
部
の
会
長
と
し
て
、
全
力
を

尽
く
し
て
同
盟
運
動
の
前
進
と
組
織
強

化
の
た
め
奮
闘
さ
れ
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
九
月
の
第
三
十
三
回
全
国
大
会

に
は
直
前
ま
で
ご
出
席
の
予
定
と
伺
っ

て
お
り
ま
し
が
、
体
調
を
崩
さ
れ
お
姿

が
見
え
ず
た
い
へ
ん
残
念
で
し
た
。
大

会
代
議
員
一
同
は
中
西
会
長
の
一
日
も

早
い
回
復
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
し

た
。
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
は
、
来
年

三
月
十
五
日
、
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

西
会
長
に
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
の
が

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

中
西
さ
ん
は
、
早
く
か
ら
お
兄
さ
ん

の
中
西
功
さ
ん
等
の
影
響
を
受
け
、
社

会
変
革
の
志
を
も
ち
、
上
京
さ
れ
る
と

す
ぐ
予
定
の
行
動
と
ば
か
り
に
学
校
を

中
退
さ
れ
、
町
工
場
に
就
職
し
、
労
働

運
動
、
社
会
変
革
の
道
に
邁
進
さ
れ
、

弾
圧
に
抗
し
て
不
屈
に
闘
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
空
襲
の
と
き
、
中
西
さ
ん
は

獄
中
に
お
ら
れ
た
時
の
お
話
で
、
一
般

受
刑
者
は
獄
か
ら
出
さ
れ
避
難
さ
せ
た

が
、
中
西
さ
ん
た
ち
は
避
難
さ
せ
ず
獄

舎
に
放
置

さ
れ
、
思

想

犯

は

「
獄
中
で

焼
死
し
て

も
か
ま
わ

な
い
」
と

い
う
、
非

道
な
扱
い

を
受
け
た
お
話
し
に
、
天
皇
制
権
力
の

人
権
無
視
の
暴
挙
、
苛
酷
な
拷
問
な
ど

と
合
わ
せ
、
激
し
い
怒
り
が
込
み
上
げ

て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

治
安
維
持
法
が
世
紀
の
悪
法
と
し
て

廃
止
さ
れ
、
刑
務
所
か
ら
政
治
犯
の
釈

放
で
出
獄
さ
れ
た
時
、
多
勢
の
人
と
赤

旗
が
林
立
す
る
中
で
出
迎
え
を
う
け
た

と
き
の
感
激
を
話
さ
れ
る
中
西
さ
ん
の

顔
、
誇
り
と
確
信
に
満
ち
た
興
奮
気
味

に
話
さ
れ
た
姿
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

中
西
さ
ん
は
、
犠
牲
者
の
数
少
な
い

生
存
者
の
お
一
人
と
し
て
、
「
治
安
維

持
法
犠
牲
者
九
条
の
会
」
を
立
上
げ
、

戦
争
と
暗
黒
政
治
の
生
き
証
人
と
し
て

憲
法
を
守
る
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
奮

闘
さ
れ
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
、
参
院
選
後
の
情
勢
は
、

国
民
の
世
論
と
運
動
で
政
治
を
変
え
要

求
実
現
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
国
賠
署
名
で
も
紹
介
議
員
に

な
る
こ
と
を
党
議
で
縛
り
、
背
を
向
け

て
き
た
自
公
勢
力
が
大
敗
し
、
紹
介
議

員
の
増
加
や
国
賠
要
求
実
現
の
可
能
性

と
展
望
が
開
け
て
き
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
が
生
涯
を
か
け
て
こ
ら
れ

た
同
盟
の
「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を

許
さ
な
い
」
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
あ

な
た
の
ご
遺
志
を
継
い
で
全
力
を
つ
く

す
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

中
西
さ
ん
、
あ
の
大
空
か
ら
、
私
た

ち
の
同
盟
運
動
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

長
い
間
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
七
年

十
月
三
十
日

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

副
会
長

宮
田

勝
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中
西
三
洋
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で

弔
辞

2003年、第31回同盟全国大会
懇親会にて



参
議
院
選
挙
。
民
主
党
が
独
り
勝
ち

し
日
本
共
産
党
や
社
民
党
が
議
席
を
減

ら
す
一
方
、
自
公
政
権
与
党
の
大
敗
と

い
う
複
雑
な
結
果
。
そ
れ
は
自
公
政
治

を
変
え
て
ほ
し
い
と
の
民
意
の
現
れ
で
、

国
民
主
権
の
発
動
、
戦
後
民
主
主
義
の

よ
み
が
え
り
と
映
り
ま
し
た
。

そ
こ
へ
降
っ
て
湧
い
た
の
が
「
大
連

立
」
。
「
連
立
」
と
は
複
数
政
党
に
よ

る
政
権
担
当
。
と
か
く
「
合
同
」
な
ど

と
混
同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
「
合

同
」
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
旧
政
党
が

解
体
し
て
、
新
政
党
に
一
体

化
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

い
ま
で
も
自
公
政
権
は
連

立
政
権
で
す
が
、
い
わ
ば

「
小
連
立
」
、
「
大
」
が
つ
く
の

は
議
会
第
一
党
と
第
二
党
と
の
連

立
の
場
合
で
、
与
党
が
巨
大
化
し
独
裁

政
権
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ひ
と
ま
ず
破
局
し
ま
し
た
が
、
福
田
・

小
沢
の
両
者
は
密
談
で
、
大
連
立
の
条

件
と
し
て
、
国
連
決
定
に
限
っ
て
の
海

外
派
兵
、
そ
の
恒
久
法
づ
く
り
に
合
意

し
て
い
ま
す
。
テ
ロ
特
措
法
の
期
限
切

れ
を
前
に
、
ほ
か
に
消
費
税
大
幅
引
上

げ
を
加
え
た
当
面
の
政
治
的
打
開
策
で

し
た
が
、
警
戒
す
べ
き
は
、
大
連
立
の

最
大
目
標
が
憲
法
改
悪
に
照
準
を
合
わ

せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
密
室
会

談
の
仕
掛
け
人
は
、
読
売
の
渡
辺
恒
雄

と
元
首
相
の
森
喜
朗
の
二
人
。
そ
の
二

人
と
親
し
い
間
柄
の
中
曽
根
康
弘
元
首

相
が
、
す
で
に
参
議
院
選
挙
直
後
に
、

自
公
大
敗
の
結
果
、
改
憲
が
遠
の
く
の

を
恐
れ
て
、
「
大
連
立
も
選
択
肢
の
一

つ
」
と
明
言
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
、
大
連
立
の
実
例
を
ド
イ
ツ
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ド
イ
ツ

で
は
二
年
前
に
、
第
一
党
の
キ
リ

ス
ト
教
民
主
社
会
同
盟
と
第
二
党

の
社
会
民
主
党
の
大
連
立
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
保
革
二
大
政
党
に

よ
る
大
連
立
。
連
邦
議
会
の
七
〇

％
を
占
め
て
、
ア
フ
ガ
ン
へ
の
国

際
支
援
部
隊
参
加
一
年
延
期
や
、

日
本
の
消
費
税
に
当
た
る
付
加
価
値
税

を
一
六
％
か
ら
一
九
％
へ
の
引
上
げ
を

強
行
し
て
い
ま
す
。
連
立
政
権
に
よ
る

行
政
の
中
道
化
に
反
発
し
て
、
社
民
党

員
十
五
万
人
が
旧
東
独
時
代
の
共
産
党

の
流
れ
の
「
左
派
党
」
に
合
流
す
る
事

態
も
生
ま
れ
て
い
て
、
二
〇
〇
九
年
予

定
の
総
選
挙
と
そ
の
前
哨
戦
の
来
年
一

月
の
主
な
州
議
会
選
挙
の
動
向
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
元
）
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時の焦点

同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

宮
城
県

天
水

貞
照

色
あ
せ
て
こ
ぶ
し
ふ
り
あ
ぐ
安
倍
ポ
ス
タ
ー
自
民
政
治
を
示
す
ご
と
く
に

〈
評
〉
無
責
任
首
相
の
辞
任
劇
あ
り
、
こ
の
政
権
の
末
期
症
状
の
如
き
ポ
ス
タ
ー
。

東
京
都

鈴
木
す
み
江

闘
病
の
夫
に
薬
石
の
効
あ
れ
と
金
木
犀
か
お
る
坂
登
り
ゆ
く

〈
評
〉
さ
わ
や
か
に
金
木
犀
は
香
る
の
に
夫
は
病
む
。
祈
り
を
こ
め
て
歌
う
。

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

蔦
か
ら
ま
る
杉
の
木
立
は
う
っ
蒼
と
五
重
の
塔
を
守
り
て
聳
ゆ

〈
評
〉
杉
の
木
立
に
託
し
た
、
古
い
文
化
財
の
塔
へ
の
作
者
の
敬
虔
な
姿
。

け
い
け
ん

静
岡
県

江
川

佐
一

同
盟
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
出
発
日
妻
よ
起
き
よ
と
雀
鳴
き
来
る

〈
評
〉
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
で
、
妻
へ
の
い
と
し
み
を
こ
め
る
。

東
京
都

若
林

義
文

代
表
の
器
で
は
な
し
恥
ら
い
つ
も
大
連
合
は
い
つ
か
来
し
道

〈
評
〉
作
品
末
に
「
翼
賛
化
」
と
。
戦
前
の
大
政
翼
賛
会
へ
の
回
帰
の
気
配
つ
く
。

岐
阜
県

和
田

昌
三

「
不
屈
」
紙
を
通
し
て
知
り
た
る
友
の
居
て
酒
酌
み
交
す
交
流
集
会

〈
評
〉
名
前
だ
け
知
っ
て
い
た
人
達
と
会
っ
て
親
睦
を
深
め
る
様
子
で
あ
る
。

和
歌
山
県

中
平

喜
祥

十
二
月
八
日
私
は
何
を
し
て
い
た
か
忘
れ
て
な
ら
ぬ
日
を
思
い
お
り

〈
評
〉
そ
の
日
の
自
分
を
た
し
か
め
る
こ
と
は
戦
争
の
真
実
を
忘
れ
ぬ
こ
と
。

東
京
都

山
崎

元

バ
ン
グ
ラ
へ
世
界
の
サ
ン
タ
つ
ど
わ
れ
よ
パ
ン
と
薬
の
袋
背
負
い
て

〈
評
〉
飢
え
と
病
気
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
に
よ
せ
る
作
者
の
切
実
な
思
い
。

大 連 立



1989年5月８日第三種郵便物認可 2007年12月15日不屈 （毎月15日発行）№402

- 6 -

06
年
12
月
1
日

中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟
で
国
の
責
任
認
め
る

12
月
15
日

教
育
基
本
法
改
悪
、
自
公
が
強
行
採
決
し
成
立
。

12
月
21
日

臨
時
国
会
閉
幕

１
月
17
日

米
上
院
が
超
党
派
で
イ
ラ
ク
増
派
反
対
決
議
案
提
出

す
る
と
発
表

１
月
19
日

石
川
島
播
磨
重
工
業
が
思
想
差
別
を
反
省
、
再
発
防

止
を
約
束

１
月
25
日

通
常
国
会
開
幕
、
安
倍
首
相
が
憲
法
改
悪
、
消
費
税

増
税
を
明
言

２
月
１
日

「
九
条
の
会
」
６
０
０
０
を
超
す

２
月
６
日

最
高
裁
で
在
外
被
爆
者
の
勝
訴
確
定

３
月
９
日

東
京
大
空
襲
の
被
害
者
が
集
団
提
訴

３
月
23
日

薬
害
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
で
国
と
製
薬
会
社
に
賠
償
責
任

の
判
決

３
月
25
日

英
奴
隷
貿
易
廃
止
２
０
０
年
で
ブ
レ
ア
首
相
が
」
深

い
悲
し
み
と
遺
憾
」
を
表
明

４
月
11
ー
13
日

温
家
宝
中
国
首
相
来
日
。
13
日
、
会
見
手
続
き

法
案
が
自
民
・
公
明
の
賛
成
多
数
で
衆
院
通
過

４
月
17
日

伊
藤
一
長
長
崎
市
長
、
暴
力
団
幹
部
に
銃
撃
さ
れ
、

翌
未
明
死
亡

４
月
22
日

一
斉
地
方
選
後
半
戦
投
開
票
、
共
産
党
議
席
占
有
率

を
の
ば
す

４
月
25
日

香
港
議
会
が
日
本
に
侵
略
戦
争
で
被
害
を
受
け
た
中

国
人
に
個
人
賠
償
を
求
め
る
決
議

５
月
３
日

憲
法
施
行
60
年
記
念
で
集
会
・
デ
モ

５
月
23
日

在
日
米
軍
再
編
促
進
法
案
、
自
・
公
が
強
行
採
決
、

成
立

６
月
１
日

松
岡
農
水
相
が
「
政
治
と
カ
ネ
」
疑
惑
で
自
殺

６
月
６
日

自
衛
隊
情
報
保
全
隊
が
国
民
監
視
活
動
、
共
産
党
が

公
表
。
14
日
、
抗
議
集
会

６
月
14
日

憲
法
改
悪
反
対
労
組
連
絡
会
が
９
条
守
る
一
千
万
署

名
へ
集
会 国

内
外
の
動
き

同

盟

回

顧

二

〇

〇

七

年

２
０
０
６
年
12
月
1
日

九
条
世
界
会
議
第
三
回
相
談
会

12
月
2
日

婦
人
団
体
連
合
会
総
会

12
月
4
日

国
際
女
性
デ
ー
第
一
回
実
行
委
員
会

12
月
7
日

中
央
三
役
会
議

12
月
8
日

12
・
8
国
民
集
会

12
月
9
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
総
会

12
月
15
日

教
育
基
本
法
改
悪
の
強
行
採
決
に
抗
議

12
月
16
日

古
川
苞
生
誕
一
〇
〇
年
墓
参
と
集
会

12
月
23
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
二
周
年
記
念
勝
利
集
会

１
月
23
日

新
春
中
央
全
国
理
事
会

1
月
26
日

女
性
の
憲
法
年
連
絡
会
新
年
の
集
い

1
月
29
日

「
九
条
世
界
会
議
」
実
行
委
員
会

２
月
７
日

安
保
破
棄
実
行
委
員
会
幹
事
会

２
月
14
日

規
約
検
討
委
員
会

２
月
15
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
代
表
者
会
議

２
月
15
日

中
央
組
織･

財
政
部
会
議

２
月
16
日

杉
並
・
渋
谷
・
中
野
多
喜
二
祭

２
月
19
日

３
・
18
実
行
委
員
会

２
月
22
日

安
保
破
棄
実
行
委
員
会
代
表
者
会
議

２
月
23
日

東
京
女
性
部
「
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
」

３
月
１
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
理
事
会

３
月
３
日

憲
法
会
議
第
42
回
総
会

３
月
８
日

国
際
女
性
デ
ー
中
央
大
会

３
月
10
日

３
・
10
演
説
会
（
明
治
公
園
）

３
月
18
日

解
放
運
動
犠
牲
者
合
葬
追
悼
会

３
月
19
日

中
央
三
役
会
議

３
月
20
日

中
央
常
任
理
事
会

３
月
20
日

「
改
憲
手
続
法
を
許
す
な
」
決
議
を
発
表

中
央
常
任
理
事
会

３
月
30
日

９
条
世
界
会
議
第
２
回
実
行
委
員
会

３
月
29
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
東
京
高
裁
要
請
行
動

４
月
９
日

拷
問
禁
止
条
約
政
府
報
告
に
関
し
て
外
務

行
委
員
会

６
月
26
日

葛
飾

ビ
ラ
弾
圧
高
裁

公
判

７
月
９
日

日
本

国
際
法
律
家
協

会
理
事
会

７
月
17
日

中
央

本
部
、
国
際
部

会
７
月
26
日

中
央

三
役
会
議

７
月
27
日

中
央

常
任
理
事
会

７
月
27
日

９
条
世
界
会
議
実
行
委
員
会

８
月
３
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
代
表
者
会
議

８
月
４
・
５
日

日
本
国
民
救
援
会
中
央
委
員
会

８
月
５
日

言
論
弾
圧
四
事
件
勝
利
を
め
ざ
す
全
国
活

動
者
会
議

８
月
６
日

宮
本
顕
治
さ
ん
葬
儀
参
列

８
月
10
日

婦
団
連

〝戦
争
は
ゴ
メ
ン
女
性
の
つ
ど
い〞

８
月
17
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
理
事
会

８
月
20
日

「
九
条
世
界
会
議
」
成
功
の
た
め
の
法
律

家
・
市
民
集
会

８
月
20
日

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
と
戦
後
の
労
働
運
動
研

究
学
習
会

８
月
23
日

中
央
三
役
会
議
。
映
画
「
母
べ
え
」
先
行

特
別
試
写
会

８
月
25
日

日
本
母
親
大
会
パ
レ
ー
ド

８
月
26
日

日
本
母
親
大
会
「
平
和
と
民
主
主
義
」
集
会

９
月
４
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
理
事
会

９
月
11
日

中
央
三
役
会
議
。
葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
東
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６
月
28
日

「
集
団
自
決
」
検
定
撤
回
を
求
め
沖
縄
県
の
全
議
会

が
意
見
書

７
月
３
日

久
間
防
衛
相
が
「
原
爆
投
下
し
よ
う
が
な
い
」
と
発

言
、
抗
議
の
中
辞
任

７
月
11
日

沖
縄
県
議
会
、
「
集
団
自
決
」
へ
の
軍
関
与
の
記
述

回
復
を
求
め
る
意
見
書
再
び
可
決

７
月
10
日

北
九
州
の
男
性
が
生
活
保
護
打
ち
切
ら
れ
死
亡
、
自

宅
で
ミ
イ
ラ
化
状
態
で
発
見

７
月
18
日

共
産
党
宮
本
顕
治
元
議
長
が
死
去

７
月
16
日

新
潟
・
長
野
で
震
度
６
強
、
中
越
沖
地
震

７
月
29
日

参
院
選
で
自
民
・
公
明
大
敗
。
共
産
党
志
位
委
員
長

が
「
大
き
な
前
向
き
の
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
」
と
語
る

８
月
１
日

赤
城
農
水
相
が
事
務
所
費
疑
惑
で
辞
任

８
月
３
日

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
国
際
会
議
始
ま
る

８
月
25
ー
26
日

日
本
母
親
大
会
、
５
５
５
０
人

８
月
27
日

安
倍
改
造
内
閣
発
足

９
月
３
日

遠
藤
農
水
相
、
阪
本
外
務
政
務
官
、
金
銭
疑
惑
で
辞

任
、
玉
沢
元
農
水
相
が
政
治
活
動
費
多
重
計
上
で
離
党

９
月
12
日

安
倍
首
相
、
所
信
表
明
演
説
直
前
に
テ
ロ
特
措
法
延

長
問
題
で
辞
職
、
「
無
責
任
」
「
前
代
未
聞
」
の
批
判
広
が
る

９
月
23
日

自
民
総
裁
選
で
福
田
康
夫
元
官
房
長
官
を
選
出

９
月
27
ー
30
日

「
北
朝
鮮
」
６
カ
国
協
議
再
開

９
月
27
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
デ
モ
弾
圧
、
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
長

井
健
司
さ
ん
銃
撃
さ
れ
死
亡

９
月
29
日

沖
縄
戦
「
集
団
自
決
」
で
教
科
書
か
ら
軍
関
与
の
記

述
削
除
に
抗
議
す
る
県
民
大
会
11
万
６
０
０
０
人

10
月
28
日

新
テ
ロ
特
措
法
阻
止
、
ス
ト
ッ
プ
改
憲
、
許
す
な
消

費
税
増
税
な
ど
「
10
・
28
国
民
大
集
会
」
（
亀
戸
・
中
央

公

園
）
に
４
万
２
０
０
０
人

10
月
29
日

守
屋
前
防
衛
事
務
次
官
が
証
人
喚
問

11
月
２
日

福
田
首
相
が
小
沢
一
郎
民
主
党
代
表
に
連
立
を
打
診

11
月
７
日

「
大
連
立
」
構
想
の
混
乱
で
辞
意
表
明
し
た
民
主
党

小
沢
一
郎
代
表
辞
意
撤
回

11
月
13
日

新
テ
ロ
特
措
法
案
衆
院
通
過

11
月
14
ー
16
日

韓
国
・
北
朝
鮮
両
首
相
が
会
談

省
と
意
見
交
換

４
月
11
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
理
事
会

４
月
13
日
「
改
憲
手
続
き
法
」
単
独
強
行
採
決
に
抗
議

４
月
20
日

拷
問
禁
止
条
約
政
府
報
告
に
関
す
る
関
係

省
庁
と
の
意
見
交
換

５
月
１
日

メ
ー
デ
ー
参
加
、
署
名
行
動

５
月
３
日

憲
法
集
会
（
日
比
谷
公
会
堂
）

５
月
12
日

全
国
革
新
懇
27
回
総
会

５
月
14
日

中
央
女
性
部
会
議

５
月
15
日

国
会
請
願
行
動

５
月
16
日

中
央
三
役
会
議

５
月
16
日

長
勢
甚
遠
法
務
大
臣
へ
の
要
請

５
月
16
日

九
条
世
界
会
議
実
行
委
員
会

６
月
７
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
理
事
会

６
月
９
日

婦
団
連
幹
事
会

６
月
９
日
「
九
条
の
会
」
全
国
学
習
会

６
月
９
日

あ
か
し
や
法
律
事
務
所
創
立
三
周
年
の
集
い

６
月
10
日

中
西
会
長
を
見
舞
い
訪
問６

月
12
日

国
際

人
権
活
動
日
本

委
員
会
代
表
者

会
議

６
月
14
日

自
衛

隊
に
よ
る
違
憲
・

違
法
な
国
民
監

視
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
抗
議

集
会

６
月
19
日

中
央

三
役
会
議

６
月
19
日

亀
戸

事
件
第
一
回
実

京
高
裁
傍
聴

９
月
12
日

中
央
常
任
理
事
会

９
月
12
～
13
日

第
33
回
全
国
大
会

９
月
13
日

中
央
三
役
会
議

９
月
20
～
21
日

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

９
月
21
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
代
表
者
会
議

９
月
21
日

テ
ロ
特
措
法
延
長
阻
止
全
国
代
表
者
会
議

９
月
25
～
26
日

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

９
月
26
～
27
日

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

９
月
30
日

中
央
顧
問
渡
辺
タ
ケ
さ
ん
通
夜

10
月
2
～
３
日

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
５
～
10
日

「
中
国
、
平
和
・
連
帯
の
旅
」

10
月
６
～
７
日

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
14
～
15
日

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
16
～
17
日

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
18
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
代
表
者
会
議

10
月
27
日

中
央
本
部
会
長
中
西
三
洋
さ
ん
死
去

10
月
29
日

中
央
顧
問
宮
本
太
郎
さ
ん
死
去

11
月
２
日

新
三
役
が
日
本
共
産
党
本
部
訪
問
。
中
央

三
役
会
議

11
月
５
日

中
日
友
好
協
会
代
表
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

11
月
８
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
理
事
会

11
月
９
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
公
判
報
告
集
会

11
月
11
～
12
日

第
18
回
全
国
女
性
交
流
集
会

11
月
11
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
総
会

11
月
13
日

新
テ
ロ
特
措
法
案
強
行
採
決
に
抗
議

11
月
15
日

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
第
４
回
総
会
参
加
。
同

盟
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

11
月
20
日

９
条
世
界
会
議
実
行
委
員
会

11
月
21
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
代
表
者
会
議

11
月
24
日

桑
原
英
武
名
誉
会
長
出
版
記
念

長勢法務大臣に要請する同盟代表団



訃

報

同
盟
中
央
本
部
顧
問

宮
本
太
郎
さ
ん
が
逝
去

一
〇
月
二
九
日
、
慢
性
呼
吸
不
全
の

た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
七
歳
。

生
前
の
ご
貢
献
に
深
謝
し
、
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
寄
贈
図
書
〉

『
不
屈
の
人
々
ー
社
会
進
歩
を
め
ざ
し

た
庄
内
の
先
覚
者
た
ち
』

同
盟
山
形
県
鶴
岡
田
川
支
部

領
価

一
五
〇
〇
円

『
秋
田
・
反
骨
の
肖
像
』

工
藤
一
紘
著

イ
ズ
ミ
ヤ
出
版
刊

定
価

一
六
八
〇
円

11
月
２
日

新
三
役
日
本
共
産
党
本
部

を
訪
問
、
党
三
役
と
懇
談

２
日

同
盟
三
役
会
議

11
月
５
日

中
日
友
好
協
会
代
表
団

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

11
月
８
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会

理
事
会

11
月
９
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
公

判
報
告
集
会

11
月
11
～
12
日

第
18
回
全
国
女
性

交
流
集
会

11
月
11
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委

員
会
総
会
参
加

11
月
13
日

新
テ
ロ
特
措
法
案
強
行

採
決
に
抗
議

11
月
14
日

「
不
屈
」
編
集
会
議

11
月
15
日

同
盟
創
立
四
〇
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会

15
日

レ
ッ
ト
パ
ー
ジ
第
４
回

総
会
参
加

11
月
20
日

９
条
世
界
会
議
実
行
委

員
会

11
月
21
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委

員
会
代
表
者
会
議

11
月
24
日

桑
原
英
武
名
誉
会
長
出

版
記
念
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『治安維持法と現代』

年
末
に
向
け
財
政
活
動
の
強
化
を
訴
え
ま
す

今
年
の
第
三
三
回
全
国
大
会
は
、
旺
盛
な
同
盟
活
動
を
支
え
る
た
め
に
財
政

活
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
県
本
部
へ
の
還
元
金
を
増
や
す
処
置

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
一
方
、
中
央
財
政
は
節
約
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
は
全
国
大
会
の
開
催
も
あ
っ
て
支
出
が
増
大
。
年
末
に
向
け
て
財
政
活
動

強
化
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

第
一
に
、
同
盟
の
拡
大
強
化
の
活
動
と
結
ん
で
長
期
未
納
者
に
も
働
き
か
け

会
費
納
入
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
賛
助
会
費
を
積
極
的
に
集
め
ま
し
ょ

う
。第

二
に
、
同
盟
活
動
へ
の
理
解
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
同
盟
内
外
に
訴
え
て

一
千
五
百
万
円
年
末
募
金
運
動
の
目
標
を
達
成
し
て
中
央
納
入
（
同
盟
員
一
人

当
た
り
中
央
納
入
三
三
〇
円
規
模
）
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

第
三
に
、
「
不
屈
」
新
年
号
掲
載
の
名
刺
広
告
は
締
め
切
り
ま
し
た
。
今
年

か
ら
県
還
元
五
百
円
増
、
中
央
納
入
二
千
五
百
円
。
代
金
を
一
〇
〇
％
回
収
し
、

早
め
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
。

第
四
に
、
『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
№
14
号
か
ら
県
還
元
も
二
五
〇
円
に
な

り
ま
し
た
。
読
者
を
増
や
し
て
代
金
も
一
〇
〇
％
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

第
五
に
、
来
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
映
画
「
母
べ
え
」
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
・

特
別
鑑
賞
券
（
県
還
元
金
一
〇
〇
円
）
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【主な内容】「参院選後の情勢と今後の展望」＝畑田重夫、「日本会議
『靖国派』のルーツは特高官僚・戦犯政治家・右翼思想家」＝柳河瀬精、
「自衛隊の国民監視を許すな」＝内藤功、「南京大虐殺70周年に思う」＝
伊藤敬一、「岩田義道の不屈の生涯に学ぶ」＝水野晃治、「少年の私が見
た横浜事件」＝ふじたあさや、「世界に誇るべき革命家 宮本顕治」＝近
江谷昭二郎、「宮本顕治の不屈の公判闘争に学ぶ」＝山崎元、「大企業の
思想差別・反共労務政策とレッドパージ」＝神戸照、「気骨の作家・社会
運動家中西伊之助」＝水谷修、詩＝窪島誠一郎など、学習材料が満載。
Ａ５版、定価１０００円、送料２１０円、各都道府県本部でお求めを。
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治安維持法と現代を結ぶ総合雑誌 企画・編集 治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟
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